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明治期の写真団体と華族
479
七一
研
　
究
　
資
　
料
明治期の写真団体と華族
岡
　
塚
　
章
　
子
　　
はじめに
一、小川一眞と岡部長職二、 『写真新報』の発刊と「日本写真会」の結成三、 「日本 会」四、 「大日本写真品評会」と華族たち五、新生 日本写真会」　　
おわりに
　　　
はじめに
　
黒田清輝
（一八六六
︱
一九二四）
と小川一眞
（一八六〇
︱
一九二九）
は、明治四十
三年
（一九一〇）
十月十八日、共に帝室技芸員に任命された。洋画家と写真師とい
う分野の異なる二人であるが、黒田清輝宛小川一眞書簡に、明治四十三年四月二十六日付の手紙があ ことから、二人は帝室技芸員拝命前から面識があったことがわかる。書簡 内容は、頼みごとや贈物の礼状など、月並なものである 、二人は日常的に交流を持ち、それは小川が大正七年
（一九一八）
に写真館ならびに写真製版
印刷所を廃業し、一線を退いてからも続いていた。　
二人の年の差は六歳。黒田は小川よりも年下であるが、十八歳から二十七歳まで
の約十年間、フランスに留学し、帰国後は東京美術学校教授に就任するなど、若くして画家としての地位を築いた洋画界の泰斗であった。小川にとって 黒田と近付
きになることは名誉なことであり、小川の手紙からは黒田への敬意が読み取れる。　
黒田と小川の共通点は、二人とも留学経験があり、それまでの日本にはなかった
新たな表現手段に果敢に取り組み、成功したことである。小川は黒田ほど長期の留学ではなかったが、写真技術の習得のため単身渡米。帰国後は学んだ知識と技術を活かして写真撮影、写真製版印刷そして出版業を精力的に展開し、写真業界に新風を吹き込んだ。フランスから帰国後、従来にない絵画表現により日本の洋画界を牽引した黒田は、このような小川に親近感を抱いたに違いない。　
二人の出会いの時期は不明だが、書簡以前に関係性を示すことができる資料に、
華族による写真同好会「華光会」の同人雑誌『華影』の写真評がある
（ 『華影』なら
びに「華光会」について 本誌四百十一号の齊藤洋一氏の論考を参照していただきたい）
。
『華影』に黒田と小川の写真評が掲載されるようになるのは、 明治四十年
（一九〇七）
三月からであることから、 この時 二人は確実に出会っていたと推察される。 『華影』そのものは明治三十六年に刊行されており、 もし そ 頃から他の写真団体同様 「華光会」で 例会が開催され、その際、黒田や小川が招かれていた したら、二人はもっと早く出会っていたこと な
）1
（
。
　　　
一、小川一眞と岡部長職
　
ではなぜ小川一眞が黒田清輝とともに、 『華影』の作品評をするようになったの
だろうか。簡単に小川の履歴を述べてみたい
）2
（
。
　
武州行田
（現、埼玉県行田市）
忍城下の成田町にて藩士原田庄左衛門の次男とし
て出生した小川
は
）（
（
、湿板写真術を身につけた後、明治十五年
（一八八二）
七月に日
本を出発し渡米する。ボストンでコロタイプ印刷術や乾板製造を学び 明治十七年一月に帰国。翌、明治十八年、麹町区飯田町四丁目一番地に営業写真館「玉潤館」を開設する。明治二十一年に宮内省の九鬼隆一らによっ 行われた近畿地方の宝物調査に記録撮影者として随行し、数多く 古美術品 写真を撮影。ま アメリカで学んだ知識と技術を活か 、コロタイプ印刷も試み、日吉町に小川一眞写真製版所を開設してからは、コロタイプ印刷業を本格的 始めるようになる。そして明治二十二年十月に創刊された美術雑誌『国華』の複製図版を で制作する。
︱
︱
　小川一眞の事績からの考察
　︱︱
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明治二十六年
（一八九三）
にはアメリカで開催されたシカゴ万国博覧会
（五月一
日～十月三十日）
にあわせて開かれた万国写真公会に商議員として参加し、 再び渡米。
小川はこの時、網目版印刷の存在を知り、アメリカで印刷機械や器具、印刷材料一式を購入して帰国。明治二十七年二月から網目版印刷業を開始する。そして日清戦争
（明治二十七年七月～明治二十八年三月）
では、東京朝日新聞の附録や博文館発行
の『日清戦争実記』
（明治二十七年八月～明治二十九年一月）
などの写真図版を手がけ、
日露戦争
（明治三十七年二月～明治三十八年九月）
では、 『日露戦役写真帖』
（全二十四巻、
著作権所有陸地測量部、明治三 七～三十八年）
、 『日露戦役写真帖』
（大本営写真班撮
影陸地測量部蔵版、明治三十九年）
、 『日露戦役海軍写真帖』
（市岡太次郎著、明治三十
八年）
など数多くの写真帖を印刷、出版。明治三十八年四月には上野公園、旧博覧
会跡第五号館で「日露戦役彩色大写真展覧会」も開催し、戦争報道に大きな役割を果たした。小川はその後、日露戦争に関する一連の功績により、明治三十九年四月一日付で勲五等双光旭日章を受章する。小川は受章を契機としてその後様々な栄誉に浴し、明治四十三年に 写真師として初の帝室技芸員 拝命する。　
このように小川は海外から日本にいち早く技術を持ち込み、事業展開を図って成
功をおさめたのであるが、 成功の影には一人の人物の存在があった。それは 『華影』の同人の一人である岡部長職子爵
（一八五五
︱
一九二五）
である
）（
（
。
　
岸和田藩最後の藩主である岡部長職は、慶応義塾に学び、明治八年
（一八七五）
十一月にアメリカに留学 十六年十月三十一 に帰国
）5
（
。翌、明治十七年に子
爵となり、外務省に入省。外交官、貴族院議員、東京府知事 司法大臣、枢密顧問官など、明治政府の要職を歴任した。　
小川と岡部は小川のアメリカ留学中に知り合った
）6
（
。小川の渡米時、岡部は、イギ
リスのケンブリッジ大学に留学中であっ が、知人を介して小川 ことを知り、日本からはるばる写真を学ぶために渡米したと聞いた岡部は 留学費用 援助する。その後、岡部がボストンを訪れた際、二人は対面し、その際 岡部は小川に写真印刷を学ぶことを勧め 小川は写真のみならず、写真印刷術の習得 も励むようになる。岡部は小川より一足早く、明治十六年
（一八八三）
十月三十一日に日本
に帰国し、技術を習得した小川も明治十七年一月に帰国する。そして帰国した翌年
の明治十八年、小川は麹町区飯田町四丁目一番地に営業写真館「玉潤館」を開設する。開設にあたっての建設費は岡部が援助し、 「玉潤館」という名称も岡部の命名によ も であっ 。　
建物の竣工を待つ間、二人は日光に写真撮影に出向いている。日光への撮影旅行
について、岡部が小川に送った手紙が『創業紀念参十年誌』に掲載されて る
（挿
図
1）。
　
手紙の前半部分は、奥日光の龍頭の滝や、赤沼原、男体山、湯滝など岡部が訪れ
た場所の説明が書かれている。次 本題として、この分だと数日は好天が続き、写真撮影に適しているため、すぐに機材を調達し ここに来て撮影してほしい、と記している。そして写真撮影に適した場所として、中禅寺湖と湖岸、赤沼原、龍頭の滝、 華厳の滝を挙げ 。手紙は日光にいる岡部から 送られたようであり封筒に二円入れておいたので、出発してほしいという文章で締めくくられている。
挿図 1　「岡部子爵所主同伴初めて日光霊廟撮影に出向し帰京後仝子爵より
送られし書簡」『創業紀念参十年誌』小川同窓会編、大正 2 年（191（）8 月
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岡部の手紙には、撮影地や撮影の注意点など、現地で岡部が気付いたことが具体
的に書かれている。また、使用する写真機材や撮影サイズについても小川に指示を出していることから、写真についてかなりの知識を持ち、岡部自身も撮影していたと推察される。留学中の小川を助け、写真印刷について助言をし、帰国後も撮影旅行に小川を誘うことなどを鑑みると、岡部は人一倍写真好きで、写真技術や写真印刷の将来性を理解していた人物だと言えるだろう。この後、岡部は小川らによって結成された日本で最初の写真団体「日本写真会」の副会長となり、 『華影』で作品発表を行うようになるのだが、その兆しは既に現れていた　　　
二、 『写真新報』の発刊と「日本写真会」の結成
　
明治二十二年
（一八八九）
五月十日、小川一眞が発起人の一人となり、日本で最
初の写真団体である「日本写真会」が結成される。それについて 『東京朝日新聞』が下記 ように報じている。
●日本写真会小川一眞其他の諸氏発起人となり今十日虎の門内の学習院に於て日本写真会といふを開き写真に関する講話等を す由なり
（ 『東京朝日新聞』明治二十二年〈一
八八九〉五月十 ）
　「日本写真会」の発足に小川一眞が関わった理由としては、 「日本写真会」が当時、小川が編集兼発行人
）7
（
となって刊行されていた写真雑誌『写真新報』の誌面でその必
要性が呼びかけられ、結成された団体だったからである。　『写真新報』第一号
（明治二十二年〈一八八九〉二月二十五日発行）
には、次のよう
な「日本写真会」設立の提案記事が掲載されている。
○ウェスト氏より来状写真新報記者足下拝啓
貴報の出版ハ日本写真会の発起に付き諸人の論説を陳述し公布するに極
めて好き折合を与へ候事と存候欧州にてハ斯る会合ハ何れも盛大に趣き候是大に其理ある事と信し候斯ある会にてハ実地の覚へある写真師を始め余暇ある素人
等何人を問はず少しにても写真に関係を有する人と皆相集りて各自の経験
並に考案を陳述致候 に候へハ写真術の改良進歩にハ又有益なる事に有之候又少々の会費を出せバ何人にても加入差支無之候へバ自然写真商売人の間柄をも和げ彼の商売敵として卑劣千万なる想像も自然に消 失せ互に和睦一致して只管写真術の改良進歩 謀る様相成可申候惜哉日本にては未だ斯る会合無之従て写真家同志少しも親密ならず加之往々相敵視する姿無之哉と傍観者 私共も聊懸念の筋に有之候斯る勢にてハ迚も写真術の進歩を望むこ 抔ハ思ひ寄らぬ事にて切に慨嘆の次第に御坐候前述の次第 候へバ小生ハこヽ 日本写真会を発起せむ事 申出候小生の考察にてハ本部を東京に置き内外人を問はず素人職業師を問ハず苟も 志す人ハ何人にても些少ノ入会金と年費とを出して入会す こ を許し時々相 合して此術 関係ある新説奇談を集め度も存候貴報の読者諸君中御意見有之向ハ新報宛或ハ直々に小生方へ御報知被下候はヾ幸甚 存候
　
敬白
東京帝国大学ニて
　
チャーレス、デイ、ウェスト
　
この文章を書いたチャーレス、デイ、ウェストとは、帝国大学工科大学教授のチ
ャールズ・ディキンソン・ウェストのことである。一八四七年六月、アイルランドで生まれたウェストは、明治十五年
（一八八二）
に工部大学校の招聘により機械工
学の教師として来日し、明治十九年の帝国大学令により帝国大学工科大学が設置されると、機械工学及び造船学を担当する
）8
（
。ウェストは機械工学が専門であったが、
写真についての知識も豊富であったのだろう。日本の写真術の向上には会の設置が必要だと感じ、 「日本写真会」の設立を提唱したのであった。　『写真新報』に寄せられた、ウェストの提案に賛同した職業写真家や有志は、明治二十二年
（一八八九）
五月十日に虎ノ門内学習院物理学教場で第一回目の会合を
開き、そこで会則を決め、役員を選挙で選ぶこと 定めて一旦解散。五月二十二日に築地三十三番館で再び会合を開き、 をし、 「日本写真会」 副会長にウィリ
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アム・
S・ビゲロー
（医師）
、菊池大麓
（帝国大学教授、明治三十一年〈一八九八〉総
長就任、明治三十五年に男爵）
、書記にウィリアム・
K・バルトン
（帝国大学工科大学
教授、衛生工学）
、石川巌
（高等商業学校教授、理学士）
、委員にウェスト、小川一眞、
会計に浅沼藤吉
（写真材料商、 浅沼商店）
を選んだ。この時の選挙では、 「日本写真会」
の会長は決められなかったが、その後、榎本武揚
（政治家、明治二十三年〈一八九〇〉
に子爵）
が会長に就任している
）9
（
。
　
役員の顔ぶれからもわかるように、 「日本写真会」は当時の御雇外国人や学識者
など、上流階級の写真愛好家が集った会であった。発足当初は四十人余りであった「日本写真会」は、四か月後には六十五人となり、その中の半数にあたる三十三人は外国人会員といった、ウェストが考えてい とおり 国際色豊かな写真団体となった
）（（
（
。
　　　
三、 「日本写真会」と岡部長職
　『写真新報』には「日本写真会」の案内や広告、記事が数多く掲載されており、活動の様子を知ることができる。それらを見ていくと 「日本写真 」では毎月例会を行い、写真技法の研究や野外撮影会の実施 員 よる作品発表などの活動を積極的に っており、年に一度、大会も開催していた。　「日本写真会」の発足から一年後に刊行された『写真新報』第十六号
（明治二十三
年〈一八九〇〉五月二十六日発行）
に、 「日本写真会第一年会」という次のような記
事がある。
五月九日を以て開きたる日本写真会の第一年会は是迄に類のなき種類の大会なれは其模様は如何あらんと記者ハ数日前より日を算へて之を目撃するを楽みに待ちたる甲斐ありて其盛大なることは記者の予想外に出てたり会場ハ木挽町商工会議事堂にして入口に 紅燈を掛け連ね市中音楽隊ハ別室に於て時々樂を奏し用意甚た周到なりしか唯記者は委員諸氏か今少し広く便利なる所を撰まれたらんにハ尚一層の見ばへありたりと思へり然れども会場内の整頓は善く行届きたるか故 左程に混雑せを ハ掛員の盡力に依るものならん
と信す
（中略）
午後七時よりは集合を催し本日会長榎本子爵の着席あるへき筈
なりしも病気の為め参会なきハ遺憾なりしか幸に仝日会員になられたる岡部子爵の出席ありたるか に仝氏の代りて会長席に就かれたるハ実 本会の面目にして記者ハ写真術の為めに慶賀せむるを得す集会を開くに当り初め 程は委員ウエスト氏会長席に就き数名の入会の申込を認可し引続 書記幷会計は各其報告を朗読し挙て第二期役員撰挙をなし全会一致を以て前役員の重仼外に次の二君を新に副会長に撰挙せ 但浅沼氏ハ職業多忙の故 会計の事務を引続き担任し難き旨申出られたるにつき伊澤雄司氏を会計に補欠撰挙せり副会長
　
子爵岡部長職君
仝
　　　
渡邊洪基君
　
この記事によれば、設立から一年経った「日本写真会」は、五月九日に木挽町の
商工会議事堂で大会を開催し、午後七時からの会合には会長の榎本子爵が出席する予定であったが、病気のため欠席となった。しかし、幸いなことに、この日に会員になった岡部子爵 出席していたため 榎本子爵の わりに岡部子爵が会長席についた。会では、委員のウェストが数名の入会の申込を認可 第二期の役員選挙では、全会一致 前回の役員の継続を決め、新たに岡部 と渡辺洪基が副会長に着任した。会計については、多忙を理由に浅沼藤吉が辞し、代わりに伊澤雄司が 計に就　
写真好きで小川一眞と交友関係にある岡部が、設立から一年も経ってから
写真会」 入会 とは意外であるが それは、岡部 明治二十一年
（一八八八）
末に外務次官として英国に赴任し、明治二十三年の二月二十二日に帰国し からであり、この間、日本にいなかっ ため ある
）（（
（
。岡部とともに副会長に就任した渡辺
洪基は、慶応義塾を卒業後、外務省に入省。東京府知 経て、明治十九年の帝国大学の創設とともに初代帝国大学総長 就 。 「日本写真会」入会時は、総長を任したばかりの頃であった。　
会合に欠席した榎本武揚の代わりに岡部が会長席についたのは、榎本同様 岡部
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も子爵であったからだと思われるが、誰もが認める写真愛好家で知識と技術があったことも代理を務めた理由であろう。　『写真新報』では逐次、 「日本写真会」の入会者が報じられ、大会の記録から選出された役員の名前を知ることができる。それらを見ていくと、 結成から四年後の 「日本写真会第四年会」では、多くの入会者があり、新たな役員が選出された。
「日本写真会第四年会」五月二十日午後五時より上野精養軒に於て開会副会長菊地博士会長席に就き書記は次の報告をなせり書記は又茲に過る一年間に於て本会の益好運 趣くを報告す会員の数は百七十一名にして本年 至り毎月日を期して定めたる場所に於て集会を催するの法を施し初めてより集会の数大に前年 比 増加し又来会者も従て多く毎回来会者の携へ来り 示す所の新奇なる器械又は薬品其他写真の見本につき一々之を説明するを得す一言にして之を許せは是等の出品を目撃せる人は世界に於ける写真術技術的の進歩は如何なる有様なるやを知るに足らん本年にあり 本 に於て施したる事に就て万国写真展覧会は実に最も著しき影響を実業者幷 非職業写真師に与へたりと信す此展覧会の開設につき倫敦のカメラ倶楽部部員ジヨンデビソン氏幷にアンドリユ、ブリングル氏は本会の為め 大に尽力せられたれは同氏の好意は深く本会 謝する所なり会員ワグ子ル氏は過般死去せられた会員諸君 此報告 す最も悲み 絶へさる所なり次き会計掛は左の報告をなす会計掛は日本人会計掛鹿島清兵衛氏の展覧会々務に関し多忙 為め決算報告をなすを得す唯会計上の成績良 るを保証し得ることを報道し其精算 不日報告書として会員に送達すへし右につきホルムス氏幷 石津芳三郎 は精算の検査を担任することヽなれり次の入会を可決す大村伯爵
　
バンデルハイデン氏
　
セームス氏
　
近藤操氏
　
末延道成氏
　
シヤン
ド氏
　
ゴードン氏
　
山本誠陽氏
　
デート氏
　
中村氏
　
下岡蓮杖氏
　
ブロツクホ
イズ氏
　
ヘンリー氏
　
ホー子ル氏
　
徳川侯爵
　
近衛公爵
次きに役員は皆退職すミルン氏は悉皆役員を再撰挙せんことを発議すヘーヤ氏はバルトン氏を副会頭に博士ウード氏を書記に撰挙す石川氏は徳川侯爵幷に近衛公爵を副会頭に撰挙すバルトン氏はスクリーバー氏ミルン氏幷にカイル氏を副会頭に撰挙す以上皆可決右畢りて晩餐に就く席 数人の演説あり
（ 『写真新報』第四十九号、明治二十六
年〈一八九三〉八月三十一日）
　「日本写真会第四年会」は、明治二十六年
（一八九三）
五月二十日午後五時より上
野精養軒で開催され、この時点での会員数は百七十一名であった。書記は報告として、毎月決まった日に決まった場所 集 をするようになってから、集会の数も来会者の数も前年より増加した ま 来会者が持ってくる新しい機材や薬品、写真の見本を見ることで、世界における写真術の進歩を知ることができた、特に「万国真展覧会」が写真界に与えた影響は大きいであろう、と述べている。　
ここで言う、 「万国写真展覧会」 は、 明治二十六年
（一八九三）
五月十三日、 上野公園、
旧博覧会跡第五号館で「日本写真会」の主催により開催された「外国写真展覧会」のことである。この展覧会は、ロンドンのカメラクラブから「日本写真会」に、ロンドンの有名な写真家 を開催したいという要請があり、 が受け入れた 実現した。ロンドンから日本までの往復の輸送費 額縁製造費、場所代は「日本写真会」が負担し、会員外の来館者からは入場料をとって経費にあて、足りない時は会の資金をあてる計画 あった
）（（
（
。会計の鹿島清兵衛は、この展覧
会業務に忙しく、決算報告ができなかった。　
この日に入会したのは日本人が八名、外国人が八名の計十六名である。日本人の
中には、七十歳 なった写真師 開祖、下岡蓮杖、そして大村伯爵、徳川侯爵 近衛公爵といった華族の名前を見ることが き こに書かれている大村伯爵村純雄、徳川侯爵は徳川篤敬、近衛公爵は近衛篤麿のことであろう。何れも海外留学経験があり、写真の効用を熟知していた人物である。
412.indb   483 14/03/11   14:06
美
　
術
　
研
　
究
　　
四
　
一
　
二
　
号
484
七六
　「日本写真会第四年会」では、役員選挙の結果、副会頭にバルトン、徳川侯爵、近衛公爵、スクリバ
）（（
（
、ミルン、カイル、菊池大麓、書記にウード博士、会計に鹿島
清兵衛、会計監査にホルムスと石津芳三郎が就任した。　「日本写真会」の会頭は榎本子爵であり、会員には岡部子爵もいた。徳川侯爵や近衛公爵といった華族が入会するようになったのは、榎本や岡部の存在があったからと考えられる。外国人が多いのは、先に入会していたバルトンらの招きであろう。特に東京帝国大学の鉱山学、地震学の教授であるジョン・ミルンは、バルトンと、明治二十四年
（一八九一）
十月二十八日に岐阜県、濃尾地方で発生した濃尾大
地震の調査に出向き、災害状況を撮影。バルトンととも 、
Th
e G
reat Earthquake in 
Japan,1891, By J. M
ilne and W
. K
. Burton.; w
ith plates by K
.O
gaw
a, Yokoham
a, Lane, C
raw
-
ford, 1891. を著している。この本の図版は小川一眞製写真版で制作されていること
から、小川一眞からも入会の誘いがあった可能性は高 。　　　
四、 「大日本写真品評会」と華族たち
　
当時、写真を趣味とする華族は増加傾向にあった。 「日本写真会」結成から約四
年後の明治二十六年
（一八九三）
六月、 「大日本写真品評会」が設立される。設立
の一 に刊行された『大日本写真品評會襍誌』第一号
（大日本写真品評会事務所発
行、明治二十七年六月九日）
に、設立の理由と経緯について、発起人の一人である鹿
島清兵衛が「祝辞」として次のように記している。
昨明治廿六年五月外国写真の展覧会を東京上野公園に開設せしが当時余は熟々我が国写真事業の状態を顧慮して大ひに感する所ありしなり従ひて一の写真研究会を設くるの念を醸せり茲に於てか小倉有藤の両氏に謀り相共に発起者と為り有志の諸氏に賛同を乞ひしが忽 し 戸田相良岡部田付石川江木石津中島田中星野成田等 の 成 得幾許ならず 三十有余名に達せり則其の六月を以て会名及ひ規則を議定し事務員の撰挙を行ひ翌七月に第一回の常会開きたり爾来会を重ぬる毎に会員を増加せり殊に徳川会長鋭意本会 盡さヽるを以て会務愈伸張し設立日尚浅きにも拘らず容易今日の盛況を見るに至れり
（後略）
　
前述のとおり、鹿島は、 「日本写真会」の会員として、 「外国写真展覧会」の開催
に尽力した。この文章から、 「外国写真展覧会」が契機となって新しい写真研究会の設立の構想が湧き上がり、鹿島が小倉倹司と有藤金太郎に相談し、共に発起人となって有志に賛同を求めたところ、戸田氏共伯爵、相良頼紹子爵、岡部長職子爵、田付景賢、石川巌、江木松四郎、石津芳三郎、中島精一、田中猪太郎、星野錫、成田常吉の賛成を得ることが出来、少しの間に 十人余りに達したため、六月に会の名称と会則を決め 事務員の選挙を行って七月 第一回目の常会を開いたことがわかる。そして、 会合を重ねるたびに会員は増加し 現在のような盛況となったのは、徳川篤敬会長の尽力があったからと書かれている。徳川篤敬を会長とする「大日本写真品評会」では、次のような役員と名誉会員が選ばれている
）（(
（
。
役員会頭
　　
候爵
徳川篤敬
副会頭
　
伯爵
戸田氏共、鹿島清兵衛
幹事
　　
田付景賢、曲木如長
幹事兼本会通信担任
　
小倉倹司
幹事兼支会通信担任
　
鹿島清兵衛
幹事兼会計担任
　
村山維精
幹事兼編輯担任
　
飯沼長蔵、岡田義行、奈良原幸吉、深澤要橘、大川通久、江
木松四郎、中島精一、石津芳三郎、山本讃七郎、成田常吉、齋藤太郎、氣賀小六郎、工藤孝英国通信嘱託
　
有藤金太郎
名
誉会員
　
子爵
勘解由小路資承、子爵岡部長職、子爵戸田氏共、子爵相良
頼
紹子爵、候爵
徳川篤敬、伊達宗陳 菊池大麓、徳川頼倫、伯爵大村純雄、
伯
爵
井伊直憲、伯爵小笠原忠忱
（子息は『華影』同人の小笠原長幹）
、伯爵眞
田
幸民、稲葉正縄 伯爵
有馬頼萬、伯爵亀井玆明、候爵松平康荘、公爵近
衛篤磨、子爵
加藤泰秋
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個別の会員名は省略するが、日下部金兵衛や玉村康三郎、水野半兵衛、鶴淵初蔵、
江崎清などの写真師や小西六右衛門や浅沼藤吉などの写真材料商、バルトンや大蔵省紙幣寮を退職したエドアルド・キヨソネも会員に っている。また「大日本写真品評会」 は名古屋支部、 京都支部もあり、 それぞれの会長は鹿島清兵衛が務めていた。　「大日本写真品評会」に入会した華族は、皆名誉会員となっており、伊達宗陳、徳川頼倫、稲葉正縄のように、入会当時に爵位はなくても華族 家柄であれば、名誉会員に就任している
（後に爵位は授与されている）
。これだけの数の華族が大挙し
て「大日本写真品評会」に入会した は 水戸徳川家第十二代当主で、十五代将軍徳川慶喜を伯父に持つ、 徳川篤敬が会頭であることが影響していると推察されるが、華族界で写真の愛好者が増えたことを反映した結果とも言えるだろう。　
名誉会員の中の、岡部長職子爵、伊達宗陳、松平康荘侯爵は、 「華光会」の会員
であり、 『華影』で作品発表を行っている。 『華影』の刊行が始ま のは 明治三十六年
（一九〇三）
であるが、その十年前には「大日本写真品評会」に入会し、写真
制作を行っていたのであった。　
華族の間で写真が流行していたことを伺い知るものは他にもある。 『写真新報』
第五十三号
（明治二十六年〈一八九三〉十二月三十一日）
に、 「○華族写真会
　
戸田伯、
近衛公、徳川候等十数名紅葉館に於て 会を催し小川一眞氏鹿島 兵衛氏も出席せりと云ふ」という記事が る。東京、芝公園にある高級料亭の紅葉館で、華族による写真の会が催され、そこに小川一眞と鹿島清兵衛も参加していた。華族 はない小川と鹿島が招かれたのは、 写真の指導者とし あろう。戸田伯爵、 近衛公爵、徳川侯爵等十数名とあるこ から 「大日本写真品評会」 名誉会員が中心となり会が催されていること わ る。　
推論ではあるが、この「華族写真会」が発展したものが「華光会」であり、 『華
影』の出版、そして小川一眞 黒田清輝による写真評につながるのではないだろうか。写真好きの華族は、既存の写真団体に集 出会った写真師を助言者としながら、独自の活動を展開し始めていた。
　　　
五、新生「日本写真会」
　
明治二十二年
（一八八九）
五月十日に設立され、様々な活動を展開していた「日
本写真会」 であったが、 その活動は次第に停滞していったようである。 「日本写真会」の設立の源となり、 共に歩んだ『写真新報』も第八十四号
（明治二十九年〈一八九六〉
九月三十日）
で廃刊となる。明治二十九年十一月三十日に、編集兼発行人深澤要橘、
発行所写真新報社、社長浅沼藤吉として は復刊するが、復刊後の『写真新報』では、写真技術解説についての記事が大部分を占め、 「日本写真会」の活動を知ることはできない。しかし、 『写真新報』第九十八号
（明治三十九年〈一九〇六〉
十一月十日発行）
に、何の前触れもなく「日本写真会設立ヲ祝ス」という次のよう
な記事が出てい 。
明治三十九年十月二十六日神田一ツ橋外学士会事務所に於て発起人会を開かれ創立起草員市岡太次郎氏生田益雄氏長谷川保定氏小倉倹司氏大築千里氏加藤
精一氏
小西六右衛門氏浅沼藤吉氏安藤兼三郎氏結城林蔵氏より提出せら
れ
たる会則を議決し会頭に子爵林薫氏
副会頭に中澤岩太氏正木直彦氏を投票
選挙せり当日出席発起人左の如し市岡太次郎
　
生田益雄
　
長谷川保定
　
小倉倹司
　
大築千里
　
小川一眞
　
岡田三
郎助
　
田中猪太郎
　
坪谷善四郎
　
中島精一
　
桑田正三郎
　
矢野道也
　
丸木利陽
正木直彦
　
山本讃七郎
　
浅沼藤吉
　
安藤兼三郎
　
佐藤福待
　
結城林蔵
　
宮内幸
太郎
　
成田常吉
　
加藤精一
　
　
これにより明治三十九年
（一九〇六）
十月二十六日に「日本写真会」が結成され、
会頭に林薫子爵、副会頭に中澤岩太、正木直彦が選ばれていることがわかる。 「日本写真会」会頭の林薫子爵
（明治四十年に伯爵に昇叙）
は、初代英国大使を務めた外
交官である。副 中澤岩太は京都帝大理工科大学初代学長の後、京都高等工芸校長を務めた化学者。同じく副会頭の正木直彦は明治三十四年から東京美術学校校長を務めていた。発起人の中には、小川一眞や浅沼藤吉など、明治二十二年に結成
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された「日本写真会」の会員と同じ名前を見ることができる。よって、この「日本写真会」は、停滞していた活動を再生させるべく、以前の流れを汲みながら役員を刷新し、新たに結成された新生「日本写真会」と考えていいだろう。とは言え 依然として爵位を持つ人物が会頭を務め、役員や発起人に学識者が名前を連ねていることには変わりはないが、その中に正木直彦と東京美術学校教授の大築千里、洋画家で東京美術学校教授の岡田三郎助が加わっていることは非常 興味深い。　
明治三十四年
（一九〇一）
八月に東京美術学校校長になった正木は、早くから製
版術の有用性に着目していた。 「社会ニ於ケル製版術ヲ観察スルニ年々漸ク進歩スルガ如シト雖而モ未ダ西洋製版術ト拮抗スルニ至ラズ故ニ美術品ノ複製ノ如キ現物ノ体裁ヲ損 趣味ヲ没シ遺憾少カラザルノミナラズ随テ文化ノ普及ヲ妨グル亦鮮カラザルヲ以テ本校ニ美術製版科ヲ新設シテ此点ヲ補フハ是亦必要 コトナリトス」と日本の製版術が西洋の水準 達しておらず、美術品の複製についてもオリジナルの風情を損なっていることから、 に美術製版科を設置し、日本の製版技術 向上 図ることが必要だと述べている
）（（
（
。
　
明治三十二年
（一八九九）
から明治三十四年にかけて美術に関する調査のために
出張した正木は、欧米の進んだ技術を見て驚いたのであろう。オリジ に近い複製品を作るには写真の利用が必要 なってくる。 「日本写真会」へ 入会も、写真についての最新技術と知識の習得にあったと考え れる。　
発起人の一人である大築千里が東京美術学校に着任したのは、明治三十八年
（一
九〇五）
である。東京帝国大学応用化学科を卒業した大築は、京都帝国大学で教鞭
をとった後、美術工芸に関する 化学研究のため、明治三十五年私費 ドイツ留学するのだが ドイツ在留中、帰国後 東京美術学校教授就任が約束されていたという
）（（
（
。
　
東京美術学校に着任した大築は、まず化学室を建設し、研究及び指導に必要な器
具機材を揃え、また従来の工芸彫塑教室を改造して必要な設備を整え 。そ 後建てられた新校舎には、自身で二十七室
（坪数約三百二十坪）
もある工芸化学教室を
設計し、その約三分の二は、写真や写真製版術 設備を完備したものであった
）（（
（
。これは正木校長の考えを大築が実践に移したものと言えよう。大築が「日本写
真会」に入会したのは、東京美術学校着任の翌年である。学校で研究環境を整えつつ写 団体 写真材料商や営業写真師との情報交換が目的だと推察される。　
洋画家の岡田三郎助が東京美術学校教授に着任したのは、フランス留学から帰っ
た明治三十五年
（一九〇二）
であり、 「日本写真会」への参加はそれから四年後であ
った。画家である岡田がどこまで積極的に写真作品制作に取り組んだかは不明であるが、 写真業界とは近しい関係にあったようで、 『写真新報』 第一九六号
（大正四年 〈一
九一五〉一月一日）
から第二〇七号
（大正四年十二月一日）
までの表紙図案を手掛け
ている
（挿図
2）。
　「日本写真会」の役員には数多くの名士が名前を連ねていたためか、 『東京朝日新聞』が役員改選について次のように報じて る。
▲日本写真会役員九日午後四時より同会総会を上野精養軒に於て開き先づ役員の改選を行ひしが其結果は会頭子爵松平乗長、副会頭正木直彦、幹事小川一眞、宮内幸太郎、工藤孝、長谷川保定、安藤兼三郎にして其他評議員十五名を選挙し尚前会頭伯爵林薫氏を名誉会員に推選
ママ
するをとし次に「写真年鑑」発刊の事を決議し閉会後
宴会に移り正木副 頭の英国土産談ありて盛 なり
（ 『東京朝日新聞』明治四十
三年〈一九一〇〉十二月十三 ）
挿図 2　岡田三郎助画『写真新報』第 196
号表紙、写真新報社、大正４年（1915）1
月 1 日
第 207 号（同年 12 月 1 日）までの 12 冊
の表紙は、表紙に記載された号数のみを
変更した同一図案である。
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七九
　
結成から四年後の明治四十三年
（一九一〇）
十二月九日の総会で行われた役員改
選により、会頭が林薫伯爵から松平乗長子爵に交代となり、林薫伯爵は名誉会員となった。新たに「日本写真会」の会頭になった松平乗長子爵は 「華光会」の中心的存在で、 『華影』への写真投稿数も四十三点と他の会員に比べて格段に多く、積極的に作品制作に取り組んでいた。 『華影』の刊行が明治三十六年
（一九〇三）
頃か
らであることから 「日本写真会」の 頭に就任した時には、既にか の写真撮影経験を積んでいたこと なる。　「華光会」は爵位を持つ会員で構成されていたが、その経歴は様々であった。同人の松平乗長子爵や戸田忠雄子爵は、東京美術学校の日本画科を卒業しており、写真作品からは芸術的素養が伺える。東京美術学校に 学科が設置されるのは後のことだが、写真愛好者は広がりを見せていた。
【彙報】▲東京美術学校校友会写真部にては、時々会員の写真展覧会を開き又は郊外撮影会を催しなどして相互に研究をなしつヽあるが、去月二十八日の日曜に 千葉附近に遠足撮影会を行ひ各自思ひヘ 天狗の鼻をカメラに収め帰れる由
（ 『写
真新報』第一二七号、明治四十二年〈一九〇九〉四月十日）
　
この記事から、東京美術学校の校友会に写真部があり、会員による展覧会や撮影
会を開催していたことがわかる。校友会とあることから、在校生だけではなく、卒業生ならびに教員も参加していたのであろう。部員 顔ぶれは不明だ 、新生「日本写真会」会員であった東京美術学校校長の正木直彦や教授の大築千里、岡 三郎助、また卒業生の松平乗長子爵、戸田忠雄子爵も参加していた可能性 高い。　
東京美術学校に 「臨時写真科」 という名称で写真科が設置されるのは、 大正四年
（一
九一五）
二月のことである。これは東京写真師組合組長の小川一眞や顧問の丸木利
陽、東京写真材料商組合組長の浅沼藤吉、副組長の小西六右衛門 いった 関係者による請願運動が実を結んだ結果 が、東京美術学校 関係者、特に実現に向けて文部省と調整を行った正木校長が写真に理解があり、自身も彼ら 同じ
新生「日本写真会」の会員であったことが大きく影響していると言えるだろう。　　　
おわりに
　
小川一眞と黒田清輝が、華族による写真同人誌『華影』の写真評をしていたこと
を糸口に、小川の支援者であり『華影』の同人の岡部長職子爵が役員を務めた「日本写真会」と「大日本写真品評会」の設立の経緯と活動、そして『華 』で活躍していた松平乗長子爵が新生「日本写真会」の会頭に就任するまで、明治期の写真団体と華族のつながりを時系列に辿ってきた。写真団体が会頭や副会頭に華族を据えるのは、権威付けもあるだろうが、当時、華族に 愛好家が多かったことは事実であり、その傾向は外交官や留学経験者に多く見られた。彼らは、海外で目にした風物を、何とか記憶に留めよう 異国で 撮影、もしくは収集を行ったと考えられ
）（（
（
、帰国後は国内外の学識者が集う、サロンのような雰囲気を持つ写真団体に入
会した。 「華光会」 は写真を趣味とする上流階級の集まりの最たるも で、 同人誌 『華影』は、自分たちの作品を思い通りに印刷した写真作品集である。これは一般の写真団体で 会員数が多いため、全会員 作品集の制作 難しいのに比べ、 「華光会」は会員数が少なく、同じような身分で構成された団体であったから実現し と言えよう。　
小川一眞と交流を持った東京美術学校教授の黒田清輝は、作品としての写真制作
は行っていなかったようだが、明治四十三年
（一九一〇）
二月十日午後六時から、
日本橋本町、小西本店樓上に於いて開催され 「東京 研究会」第二十四回例会の案内葉書
（明治四十三年二月八日付黒田宛葉書） （挿図
（）
や、三越が募集した懸賞
写真 審査を依頼する手紙（
明治四三年四月十八日付黒田宛手紙） （挿図
（）
が三越呉
服店 部から送られていることから、 「華光会」以外でも審査を行ってい ことがわかる。　
明治四十三年
（一九一〇）
十一月十九日、二十日の二日間、東京写真材料商組合
が上野不忍池畔で開催した写真品評会では、 「審査は左の諸大家に嘱託し 公平を期す」として、岡田三郎助、小倉倹司、渡邊進、黒田清輝、結城林蔵、宮内幸太郎の名前が挙げられている
）（（
（
。
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小倉倹司は「大日本写真品評会」の発起人で、日露戦争時には従軍し記録撮影を
行った写真師、渡邊進は「東京写真研究会」会員で上位入選者、結城林蔵は写真製版の研究者、宮内幸太郎は写真館の経営者として写真界にその名を知られており、既に述べたように、小倉倹司、結城林蔵、宮内幸太郎、そして洋画家の岡田三郎助は、新生「日本写真会」の発起人として活動を共にしていた。　
大正四年
（一九一五）
、東京美術学校に「臨時写真科」が設置された折、結城林
蔵は教授として製版術を教え、宮内幸太郎 講師として陽画法実習を担当し、岡田三郎助 、専門外科目として顔面解剖学を教えた。写真界の後押 により設置された 「臨時写真科」 の講師陣が、 写真界を代表する人々であるのは当然のことであるが、図らずも、正木直彦校長が副会頭を務める新生「日本写真会」 発起人から、教鞭をとる人物を輩出することとなった
）（（
（
。
　
東京写真材料商組合が写真品評会の審査員に黒田清輝と岡田三郎助を起用した
挿図 （　東京写真研究会から黒田清輝宛、例会の案内葉書、明治 （（ 年（1910）
2 月 8 日
（右）宛名　（左）本文
挿図 （　三越呉服店写真部から黒田清輝宛、懸賞写真審査依頼の手紙、明治 （（ 年（1910）（ 月 18 日
（右）宛名書き　（中）差し出し　（左）本文
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は、権威付けであろう。東京美術学校教授が審査員をすることで注目が集まり、写真コンテストそのものの格も上がる。それほど東京美術学校教授の威光は大きかった。　
華族たちにとって、東京美術学校教授で西洋画の大家である黒田清輝に写真評を
してもらうことは、それだけで自分たちの作品への評価が高まるように感じたであろう。それは正木直彦東京美術学校校長らとともに新生「日本写真会」 立ち上げた写真界の大御所、 小川一眞による写真評にもあてはまる。二人を招いての写真評、そして『華影』の出版は、まだ写真が目新しく、限られた人のみが手にし、楽しむことができた時代 、最も輝ける部分と言えるだろう。
註（
1）　
黒田清輝には、 「華光会」から写真評依頼が手紙で行われている。確認できるも
のに、明治四十三年（一九一〇）二月七日付、井伊直方、松平直之、戸田忠雄の三名の名前で、華族会館での写真評依頼が、明治四十三年十二月十六日付で「華光会幹事」 （井伊直方・松平直之・戸田忠雄）として写真評依頼が 明治四十四年十二月十八日付で、井伊直方、松平直之、戸田忠雄から写真評依頼が出されている。
（
2）　
小川一眞の履歴については、 『創業紀年参十年誌』 （小川同窓会編、大正二年〈一
九一三〉八月）ならびに「小川一眞翁経歴談」 『アサヒカメラ』昭和二年（一九二七）十月、十一 、十二月号 昭和三年 月、二月 四月号、七月号を参照。
（
（）　
小
川一眞の出身地にある行田市郷土博物館には、小川一眞関係資料が数多く収蔵
されている。資料目録については、 『行田市郷土博物館
収蔵資料目録小
川一眞関
係資料目録』 （行田市郷土博物館、平成二十五年（二〇 三）三月 を参照。資料の内容については、研谷紀夫・添野勉「行田市郷土博物館収蔵
小川一眞関係資料の
概
要について」 、研谷紀夫「岡部長職関係書簡にみる小川一眞と岡部長職の交流と
人脈」 、 添野勉「写真史家松尾樹明と行田市郷土博物館収蔵
小川一眞関係資料～「小
川
一眞物語」をてがかりに～」 『行田市郷土博物館収蔵資料目録小川一眞関係資
料目録』 （行田市郷土博物館、平成二十五年（ 〇一三）三月）に詳しい。
（
（）　
岡
部長職から小川一眞に宛てた書簡については、研谷紀夫「岡部長職関係書簡に
みる小川一眞と岡部長職の交流と人脈」 『 物館
収蔵資料目録小
川一
眞関係資料目録』 （行田市郷土博物館、平成二 五年（二〇一三）三月）を参照。
（
5）　
明治十六年（一八八三）十一月十日の『東京朝日新聞』の記事に「○華族従五位
岡部長職君には願済の上去る明治八年十一月より米国へ留学せられしが去月三十一日帰朝せられたるよし」とある。この記事から岡部が、明治十六年十月三十一日に日本に帰国していたことがわかる。
（
6）　
小川一眞は留学中、日本の知人に頻繁に手紙を送っており、それらの資料により
アメリカでの小川の行動を知ることができ 。鈴木紀三雄「史料紹介
　
小川一真の
アメリカ留学中書簡について」 『行田市郷土博物館
研究報告』第五集、行田市郷土
博物館、平成十三年（二〇〇一）三月。
（
7）　
小川一眞は、
『写真新報』 の明治二十二年 （一八八九） 二月の第一号から、 第四号 （明
治二十二年六月）まで編集兼発行人を務めた。発売所は小川の兄である原田庄左衛門が経営する博文堂書店であった。
（
8）鈴木一義「日本の機械工学教育チャールズ・ディキンソン・ウェストを中心に」『学問のアルケオロジー』東京大学、 平成九年（一九九七）十月、 三八一三九〇頁。
（
9）　「日本写真会」 『写真新報』 第五号、 編集兼発行人伊東直三、 明治二十二年 （一八八九）七月二日、二八頁。
（
10）　「日本写真会会員姓名」 九 編集兼発行人佐藤鉄弥、明治二十二年（一八八九）十月二十八日、二六七二六九頁。
（
11）　
次の記事により、岡部は明治二十一年（一八八八）末に英国に行き 明治二十三
年の二月二十二日に帰国したことがわかる。
●英国駐剳公使代理英国倫敦駐剳特命全権公使河瀬眞孝氏ハ今回帰朝せしに付同公使館参事官子爵岡部長職氏が其代理を ぜられ上級代理年棒英貨千磅を下賜せらるヽ由（ 『東京朝日新聞』明治二十一年十一月二〇日）●岡部外務次官新任外務次官岡部長職氏ハ一昨二十三日を以て英国を発し帰朝の途に就ける趣き其筋へ電報ありたるよし（ 『東京朝日新聞』明治二十三年一月二十五日）●岡部外務次官一昨々日英国より帰朝せし岡部外務次官ハ昨 午前十時頃本省へ出頭し各局長面談ありたり（ 『東京 日新聞』明治二十三年二月二 五日）
（
12）　「日本写真会」 『写真新報』第四十四号、 編集兼発行人佐藤鉄弥、 明治二十六年（一八九三）一月三十一日、六頁。
（
1（）　
ユリウス・スクリバはドイツ人の医師で、東京大学医学部外科教師。
（
1（）　「
大日本写真品評会役員」 『大日本写真品評會襍誌』第一号、大日本写真品評会事
務所発行、明治二十七年（一八九四）六月九日、二一、二二頁。
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（
15）　
桑原實監修、磯崎康彦、吉田千鶴子著『東京美術学校の歴史』日本文教出版株式
会社、昭和五十二年（一九七七） 、一六一
︱
一六二頁。
（
16）　
鎌田彌壽治『日本写真教育史』東京写真大学短期大学部出版部、昭和五十年（一
九七五） 、二七
︱
二八頁。
（
17）　
註
15の前掲『東京美術学校の歴史』一六九頁。
（
18）　『華影』には、同人による写真作品に加え、岡部長職が海外で収集した、絵画作品の複製写真も掲載されている。
（
19）　『写真新報』第一四六号（明治四十三年〈一九一〇〉十一月十日）に掲載された記事は次のとおり。◎写真品評会東京写真材料商組合にては、来る十九、二十日両日間、上野不忍池畔東京勧業博覧会にて写真品評会を開催し、一般の観覧に供する由、同会の規約は下の如し、▲時日
　
十一月十九日（土曜日）廿日（日曜日）雨日、但し晴雨を論ぜず。
▲会場
　
上野公園不忍池畔東京勧業協会。
▲出品何人と雖も左の規定に依り出品することを得。但し会費を要せず。▲印画出品印画は『銚子大撮影会印画』 『随意印画』の二種に分つ。但し印画の大小に拘らず、必ず大形カビネ以上堅牢なる台紙又は額縁を用ゐ 上部に適当なる紐を附し、懸垂するに便ならしむべき事。枚数に制限なし。台紙又は額縁の裏面には「撮影大会」と「随意」とを区別し、宿所氏名を明記せらるべし。▲受付印画の受付は十一月十五日限と 本郷区元町一丁目二番地長谷川写真館方、東京写真出版合資会社仮事務所、又は便宜取扱店に於て之 取扱ふ。▲審査審査は左の諸大家に嘱託し、公平 期す岡田三郎助君小倉
　
倹司君
渡邊
　
進君
黒田
　
清輝君
結城林蔵君宮内幸太郎君▲賞牌
　
賞牌は銚子大撮影会、随意、各別に贈与す
金牌（純金）
　
各一個
銀牌
　　　　　
各三個
銅牌各十個但し一人一個とし、最高に準ず。▲当選印画当選したる優等印画は出品人に返付せず、月刊写真雑誌「ホトグラフ」に掲載するものとす。▲徽章
　
出品者には徽章を交布す必ず之を胸間に付して会場へ出入せらるべし。
（
20）　
この他、新生「日本写真会」の発起人の矢野道也は講師として色彩学、加藤精一
も講師として写真術第二部の授業を担当した。
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